
これからの久留米の防災のカタチ vol.2

本業+α プロジェクトの防災
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「本業+α プロジェクト」iど、“本業(占 売)"亡 曽みなうヾ ら、お店の店 主↑【゙ド、地域や済矢口り合いの

r困
っ:=」

rやっマ〕+たい」の声亡ひろい、“+α "の 取組につなげ、 日常の相互扶助竜豊うヽ1=す る久留米奏の地よ歳プロ

ジェタトです。2019年 うヽ ち本格 白うに活動亡スタートし、工貝在約40撫 .よ うヾみ加しマいます。

帝ム′な矛ム:=● :よ、ここ数年、「フェーズフリー」というコンセ

“ヽ つヽも(日 常)"や“もしも('F常時 )"の フェーズ(社

質t確保しかうとする考え方です。こうした考え方ド

に備 えることにつなうち :=り 、役に立 ,:=り するう`ちで

経験君 JIごけでなく、|=く さんの人に帝私ギ守tの仕 方で

デトで活動t続けマきました。「フェーズフ1,一」と、ヽうの1ど、

会の1犬 恙 )1二 うヽうヽわちず、すベマの人の道切な生活の

童手↑理由iど、日常亡豊うヽ 1二する活動 自体ド非常時

す。しう`も、「防 災の専門家」や
r焚
害ボランティアの

できることうヾあります。

2023年 7月 に九,11ユt部地方t中 けに宮こ録白,↑六雨 に見舞わ私、久留米でも碁六↑被害が発生しました。
A持 ち(今 後も災害1ど起ころう`もし私よぐん。この冊 手で1ど、そうした■態に“いつも"う らヽ備え、“もしも"の

ときにr自 ′っ、や家族の:=ハ Jう ち`一歩踏み出し、「誰 うヽ」の支えIEなる相互扶助の実環竜ご紹介しています。
この冊子tご覧くださったみなさム′に、「もしものす=ムのいうもの77ション」の大切さうヾ伝わり、その輪うヾ久留米
全体 に広がることt頼っています。
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「自'π や`家権∩上hJう
与

`T券
1宙み出す!

F青策・美曹日寺ω取巳J組みあう手=の 手
|

ここでiど、「自分や家族のttい」う`|~歩―:沓み出し、身の回りの誰う`の支えにつ↑ドるムの手この手t紹 介しマ
います。「ヽ`つも」うヽら「焚害時」〕での4っの時間軸の 中う`ら、こ独ドⅢI=ち 臼

′っ`にもできる!こ んなことでも

役に立うのう`lRた に実環しマい|=!↑ と
い、ゞ 自身に合ぅ :=実 曖tぜひ見つけマ(ださい。 |
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外書Fう い`の女守岳がF由 きづ̀`11日寺期どうⅢ

`=ぞ
地可向の普子守う・

`相
互守表助 t胃 と。としtの とを壱彊定して自今推葛ω

,お げ BJ壱 問 11直 しておく

誰かのために実施する

生活物資や備品・機材
の備蓄

継続的な災害ボラン

ティアヘの参加

もしものときに助け合える

仲間づくり、顔の見える

関係づくり

被災された方への長期

的な寄り添い。芦かけ、

話し相手

地域のお祭りなどでの

炊き出しの練習

協 力が不可質

高齢者や障がいのある

人、妊婦、子どもなどと

一緒に避難

必要な備品・機材 (軽
トラ、大鍋、衣類、電化

製品など)の提供・貸出

避難所での炊き出し

や洗濯などの手伝い

災害ボランティアヘの

登録・参加 (泥かき、
側溝の掃除、ゴミ出し、
家内の片づけ)

|^|

障がいのある人や外国

人などへのコミュニケー

ションのサポート

困り事を聞く、傾聴
ボランティア

ギラン
'■

7や 寅揺回1本●
`・

ど外昔Fう い`0女守暑lユ 4傘 々l=斌な。
長期的を聞わりが必要

糠策され推有ω着花二HガωttB,痙推しや長引t避革住生】舌L=

ょる健原面や不害巳=寄 W添う
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亀 負

中孝
復興期における地域
おこしの手伝い

IBつ t(平 日寺)の 日寺 L=ぜ き る
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■月日うこb・ ゼ
・
きる !

NEXT7,ション
rも しも」の1↑ えt=1よ「ヽ`つも」う`らの取組ド大手 !

このページ宝゙Iど、こ私よで本 業+寛 プロジェクト
のお店・拠 点が実施 しtt防 災・焚害時 支援に

係 る取組のけんの一部 tご 紹介 します。もし

興味・聞せが湧いマき:=ら 、「日月日うヽちできる!

NEXT 7 7シ ョン」tご 覧預き、「いつも」うヽらの7ク
ションにチャレンジし十みよしどう!

・ よ
|

袴美後L=必要■寺切資や
家電製品寧のマッ手ンげ
フトリコ巳fude‐asobi

久留米市載南町19‐322F/TEL.090‐ 8347引 243

2023年 に久留米で発生した大規模水害の際、
災害支援団体からの情報提供を受け、本業+α

のお店や拠点が日頃から培ってきたネットワークを

活かしてSNSで物資提供の呼びかけを実施。
日ごるの関係性が功を奏して、呼びかけは迅速に

拡散し、集まった家電製品や家具、衣類を被災

された約30世帯に複数回に渡って届けることが
できました。必要な物資は、緊急時、復旧時、復興

時と変化していきます。たくさんの人の協力が必要

だからこそ、いつもの関係性が重要にな
',ま
す。このページでご紹介し,=3つ の取組〔ど、

本業十寛プロジェタトの佑店・拠、iド
実施しマいよす。もぅと洋しく去口りr=い !
取組にみ加したい!な と'ご興味・ご闇け
t特 ,「t方〔■本業十寃プロジェクトHP
tご貨(ドよ 。ヽ

日月日う`事ゼ
・
を31

NEXTT,シ ョン

そ↑えるカフェ〔ど防焚、戒災↑どの学ヂ

合いの場て・す。防災の専門士や地 1式
コーディネーターうヾ卜↑tんのコミュニティに

訪間し、災客や防災に関する講座や

防災訓練↑て'th手 伝ヽヽしよす。お気軽
にお問い合わぐ(ffさい。

謡 鰯 地域の店舗オーナ…の輪を広tザ、個人でも協力したい

と思つている方々を広く募り、更にネットワークを拡大

していくため、今後は交流会などの開催を通じて、情報

や意識の共有を行う予定です。開催の際はHPで告知

します。ぜひど覧ください。

久留米には、外国籍の学生さんや会社員などが人口

2%の割合で生活していますが、地域生活での習慣や
ル…ルにまだ慣れてなく、コミュニケ…ションも希薄です。

「防災」をテ…マに外国人やそのコミュニティとお茶会

などしてみませんか。                /

赤ちゃたF有美
みんなのサロンSORA
久留米市津福本町116‐ 44/TEL.080‐3996‐ 4211

核家族化、ワンオペ育児、コミュニティの希薄

化など子育て環境も孤立度が増す時代。そこ

を解消出来るように普段から赤ちゃんサロンを

実施しています。その一貫として、安心した環境

の中で実施しているのが赤ちゃん防災講座

です。バザードマップの見方や赤ちゃんを連れ

ての避難の仕方、持ち出しリュックなどの

中身の整理、保存食の試食など、一人ひとり

に寄り添いながら確認し、みなさんからもたくさん

のアイディアが飛び交っています。
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明 日う・ Sゼ
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(↓也囃 L=住と外 回 Aと 共 LE件 る野 菜白L日 )

一般財団法人 やさしい街

久留米市中央町 38‐ 17/TEL.090‐ 7474‐ 2836
国籍も宗教も習慣も違う在住外国人も地域に住む人たちです。

地域の多文化共生をテーマに関連団体や学校などに呼びかけ

をし、外国籍の人達に集まってもらい、荘島校区の人達と一緒に、

誰でもストレスなく食べられる野菜カレーを作りました。発災時

にも助け合い声かけ合える関係作りの一つとして、とても和やか

に取り組みました。
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赤ちゃんや幼児は、環境の変化に敏感です。そのため

普段から使用しているタオルケットやおもちゃ、哺乳

瓶などを備蓄し、発災時でも使用できると情緒安定
に繋がります。このような情報をみんなで楽しく学び

合つているので、ぜひど参加ください !

砂



久留米市で災害が発生した際、また災害ボラン

ティアに登録・参加されたい方は下記のQRコード
から久留米市役所や久留米市社会福祉協議会が

発信する情報をど活用ください。

◆只留本市HNE'と` す7市ウント
(A留 米市4,所Hp)

◆美害ボラン
'■

7中音報
(ス 留本市41所HP)

◆気留*市 美官ギラン
'■

7B=つ Wて

(気 留米市社会福祉協議会HP)

本業+αプロジェクト(みんなのサロンSORA向 )
住所 :久留米市津福本町116-44
TEL/FAX:0942‐ 34‐9830
TEL:090‐ 8347‐ 1243(江口)
メール :hongvou.prOiectOgmail.com

本業+αプロジェクトは、2024年度、「九州北部蒙雨朝倉被害者を支える会」「社会
福祉法人拓く」他、個人の方々よりご支援・ご協賛をいただき、活動をおこなうことが

できました。この場をお借
',し
て心より感謝申し上げます。みなさまから頂きましたご支援・

ご協賛は、今年度・来年度の活動費として大切に活用させていただきます。

本冊子は、令和6年度久留米市市民活動・絆づくり推進事業補助金の助成を受けて制作されています。

発行年月:令和7年3月 31日  制作発行人:本業+αプロジェクト


